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本書は、甲府市大手一丁 目地内におきまして、国立大学法人山梨大学の職員宿舎建設に

先立ち実施いたしました武田城下町遺跡の発掘調査報告書であります。

県都 としての本市の歴史は、永正 16年 (1519)に 甲斐守護 として国内を統一に導いた

武田信虎が領国統治の新たな拠点 として邸閲ヶ崎の地に館を構え、家臣団を住まわせたこ

とを契機に成立 した城下町 「甲斐府中」か ら始まってお ります。武田城下町遺跡は、甲斐

府中と推定される地域を中世の城下町遺跡として登録 してお りますが、現在の本市の発展

過程を知る上で欠 くことのできない遺跡であります。

このたび発掘調査の運びとな りました大手一丁 目地点におきましては、溝跡で区画され

た屋敷地が確認され、その内側か らは建物跡や井戸跡 とともに当時の生活用品が多数出土

いたしました。発掘調査によりまして、文字資料や古絵図などの記録では語 られることの

なかった名もない城下町の人々のくらしぶ りを垣間見ることができましたことは、本市の

成 り立ちを考える上で大きな成果でありました。

本書は、 こうした貴重な調査成果を記録 し、後世に引き継いでいくとともに、広 く活用

いただくことを目的に刊行 してお りますが、 このたびの発掘調査にあた り、ご協力を賜 り

ました国立大学法人山梨大学をはじめといたします関係各位に心より感謝を申し上げます

とともに、本市文化財保護行政の更なる推進に引き続きご助力をいただけますよう、お願

い申し上げます。

平成21年 3月

甲府市教育委員会

教育長 奥 田 理
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1.本 書 は、 山梨県 甲府市大 手一丁 目4314番 地 内 に所在す る武 田城下 町遺 跡 の発掘調査
報告書で ある。

2.本 調査 は、 国立大学法 人 山梨大学職員寮建設工事 に伴 うもので あ り、 国立大学法人 山
梨大学 との委託契約 に基 づ き、 甲府市教育委員会 が実施 した。

3.調 査経費は、試掘調査 を甲府市教育委員会、本調査 を国立大学法 人 山梨大学が負担 し
ス と 。

4.試 掘調査 及び本調査 は、佐 々木満 (文化振興課文化財主事 )が 担 当 した。
5。 発掘調査 の期 間及び面積 は以下 の通 りで ある。

試掘調査  平成 20年 7月 17日  ―  平成 20年 7月 29日  調査面積  約 48ゴ
本 調 査  平成 20年 9月 2 日  ～  平成 20年 10月 30日  調査面積  約 340∬

6。 本書 の執筆 は、佐 々木満が行 い、 図化作業 は栗 田かず子・分部綾子・ 斉藤 ひ ろみが行

っ た 。

7.国 土座標測量及び航空写真測量 は、 (株 )シ ン技術 コンサル に委託 した。
8.本 書 の編集 は、望 月秀 人 (文化振興課長 )を 責任者 として佐 々木満 が行 った。
9。 本書 に係 る出土遺物及び記録 図面、写真 な どは 甲府市教育委員会 で保管 して いる。

10。 発掘調査及び報告書 の作成 にあた っては、次 の機 関及び諸氏か ら御指導・御協 力 を賜

った。記 して厚 く感謝 申し上げる。

国立大学法人山梨大学施設管理課・山梨県教育委員会学術文化財課 。

(財 )山梨文化財研究所・畑 大介
11.発掘調査参加者
雨宮 小春  池谷富士子  金井いく代  川崎亜矢子  倉田 勝子  小池 幹子
坂本しのぶ  佐藤美喜男  末木 千並  渡辺百合子  若狭 宗晴
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1.発 掘調査 の測 量 にお いては、 日本測地 系 X-36850,00。 Y-5360,00を 基軸 として
5mグ リッ ドを設定 して いる。
2.本 書 に掲載 した地 図は、 平成 14年 要部修 正 50万分 の 1地方 図 (4)関 東 甲信越、 平
成 3年度 甲府市都市 計画 図2500分の 1・ 10000分の 1を 用 いた。
3.遺 構 断面土 層 の色調及び遺物観察表 中の色調 は、『標準土色 帖』(農林水産省農林水産
技術会議事務局監修  2008後 期 )に 基 づ いて いる。
4.遺 構・遺物 の実測 図縮 尺は、基本 的 には溝跡 1/80、 掘立柱建物跡 1/50、 井戸 跡・土
坑 1/40、 出土遺物 1/3で あるが、 陶磁器や石製 品 には例外 もあるため、 図中に示 した

各スケール を参 照願 いた い。

5。 セ クシ ョン図 に表記 されて いる水平線 の数値 は、海抜高度 を表 し、単位 はmで ある。
また、セ クシ ョンポイ ン ト表記 の EoW・ SoNは 、東西南北 を表 し、 同 じ遺構 で複
数 の断面観察 を行 って いる ところは、 アル フ ァベ ッ トで表記 して いる。

6.遺 物実測 図で反転復元 した ものにつ いては、実測部分 と復元部分 の間 にスペース を設
けてお り、全体 を反転復元 した ものにつ いては、中央線部でスペース を設 けて 区別 した。

7.本 書作成 に際 して 引用 。参考 に した文献 は、一括 して本書第 4章末尾 に記載 した。
8.本 書 に使用 した記号及びス ク リー ン トー ンは、以下 の とお りで ある。
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第 1章 武田城下町遺跡の概要
第 1節 遺跡 の立地環境 と歴史

山梨県 甲府市北麓 を水源 とす る相川 が形成 した扇状地 開析部 に築 かれ た武 田氏館周辺か

ら扇状地扇端部 にか けて の広 い範 囲が武 田城下 町遺跡 として周知 されて いる (図 1・ 2)。

三方 を山 に囲まれた相川扇状地 は、相川・ 藤川 の両河川 によって遮 断 され た天然 の要害で

あ り、武 田信虎 によって築かれた要害 山、湯村 山城、一条小山砦 によ り防禦 され る形 となっ

ている (図 2)。 武 田城下 町遺 跡 の立地環 境 を等 高線 か ら追 って み る と、 西側 は相川 に向

か って急斜面が形成 され、東 も藤川 に向か う緩斜面 と河川 間際で大 きな断崖が形成 されて

いる ことか ら、遺跡 は扇状地上で も比較 的安定 した扇状地扇央部 を中心 に展 開 した と考 え

られ る (図 3)。

中世遺 跡 として の武 田城下 町遺跡 の歴史 は、永正 16年 (1519)に 甲斐守護武 田信虎 に
よる武 田氏館 (通称瑯隅 ヶ崎館 )造 営か ら始 まる。信虎 は 甲斐守護 の座 を狙 う親族衆 と各
地域 に割拠 した有 力国人衆 を屈服 させて 甲斐国内 を平定 し、 甲府市東部 に位 置す る川 田館

か ら相川扇状地 開析部 の印問 ヶ崎の地 に館 を移転 させた。 同時 に家 臣団の集住 を強制 した こ

とが記録 されてお り、甲斐国 を統一 に導 いた信虎 による武 田氏館造営 を契機 に成立 した中世

城下町 「甲斐府 中 (甲府 )」 が武 田城下 町遺跡で ある。

やがて信玄・勝頼 による勢 力拡大 とともに、 中部一帯 に広 が った武 田領 国の政治、経済、

文化 の中心 として繁栄 した。記録 の上で も重 臣甘利氏 を始 め、諏訪 を追 われ た下社 の金刺

氏 も早 い段 階か ら武 田氏 を頼 って城下 町 内に屋敷 を構 えて いる。『高 白斎記』による と、天

文 17年 (1548)に は地下 人 による城下へ の 田畑や新屋敷造 成 の制限が 出 されてお り、城
下 町建設 に対 して武 田氏が何 らか の形で統制 を行 うまで にな って いた と考 え られ る。

信玄 の跡 を継 いだ勝頼 は、 天正 9年 (1581)に 真 田昌幸 らに命 じて韮 崎 の七里岩台地
上 に新府城 を築城 し、本拠 を移転 した。信虎 と同様、家 臣団屋敷 を含 む府 中移転 も計画 さ

れて いた と想像 され るが、実 際 に城下 町移転が どこまで実行 されたかは定 かではな い。 し

か し、移転後 問 もな い天正 10年 (1582)に は織 田信長・ 徳川家康 の連合軍 による侵攻 を
受 け、 ほ どな くして武 田氏 は滅 亡す る。新 たな領主 たちは新府 で はな く再 び 甲府 を統治拠

点 と定 めた ことか らも、依 然 として相川扇状地上 に成立 した 甲斐府 中は健在 で あった と思

われ る。

甲斐 の領 国経営 を任 され た徳川氏・豊 臣氏家 臣団は、瑯問 ヶ崎 の武 田氏館跡 に改修 を加

え、領 国統治 の拠点 とした ことが武 田氏館跡 の発掘調査等 で明 らか にな りつつ あるが、や

がて扇状地南端部 の独 立丘 陵で ある一条 小 山に近世城郭 で ある甲府城 を築城 した。 甲府城

築城 に伴 い府 中域 は移転す る こととな り、城下 町で も武 田氏館 跡近郊 は農村化 し、 甲府城

に近 い南部一帯 は甲府城三 ノ堀 内に組 み込 まれ、近世城下 町 の一部 として再編成 された。

第 2節 武 田城下 町遺跡 の範 囲

戦 国期 には武 田氏飴 を中心 として多 くの家 臣屋敷や商工 人屋敷、神社・仏 閣が集 まって

いた と想定 されて いる。それ を裏付 けるか のよ うに館跡 隣接地 には 「逍軒屋敷」(武 田逍遥

軒信綱 )、 「土屋」(土屋右衛 門尉正次 )、 「天久」 (武田典厩信 繁 あるいは信豊 )な どの字名
が残 り、重 臣屋敷 が取 り囲んで いた と考 え られ、発掘調査 によって も戦 国期 の遺構 。遺物

が多数検 出 され て いる。そ の他 に も西側 には 「古 八幡」 (府中八幡社 )の 字 名が残 り、館
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図1 武田城下町遺跡(大手―丁目地点)位置図

韻

図2 武 田城下町遺跡 と関連史跡分布 図
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跡東端 に位 置す る 「三 角」やそ の南 の 「鍛 冶 小路」 にお け る発掘調査 で は、鍛冶 工人が使

用 した とみ られ る鉄滓や熔融物付着土器等が多数 出土 して いる ことか ら、鍛 冶工人 の居住

域 と推定 され るな ど、館 の近 くで あつて も様 々な階層 の屋敷群 が混在 した城下 町で あつた

と考 え られ る (図 3)。

武 田城下 町遺 跡 の範 囲は、江戸期 に描かれ た城下 町 に関わ る古絵 図、 あ るいは小宇名 な

どを参考 に して包蔵地 として いる。古 い地割 りや伝承 が残 る相川上流 の上積翠寺付近 を北

限 とし、東 西は、相川 と藤川 に挟 まれ た扇状地扇央部 に武 田氏館 か ら南北方 向 に整備 され

た と考 え られ る 5本の基軸街路周辺 を城下 町 の推定域 として いる。
南 限 につ いては、武 田氏時代 には三 日市場 と八 日市場が南端 に開かれて いた ことが明 ら

か にな って いる。三 日市場 は近世城下 町 の中にも元三 日町 として名称 が残 されて いるため

所在 が明 らかで あるが、 八 日市場 につ いて は近世 甲府城下 町 に組 み込 まれた と考 え られ、

明確 な場所 の特定 は されてお らず、愛宕 山南麓付近 と推定 されて いる。 いず れ に して も中

世城下 町南端 の多 くは近世城下 町 に再編成 されたため不 明な点 が多 いのが現状で ある。 し

か しなが ら、 甲府城北側 に位置す る近世城下 町 の中 には 旧町名 に 「古」・「元」 を冠す るも

のが多 く確認 されてお り、そ のよ うな場所 につ いては、 中世段 階 の城下 町 の名残で ある可

能性 が高 い と判 断 して いる。発 掘調査 によ って も、 現在 の JR甲 府駅 北 口周辺 まで 16世
紀段 階 の遺構・遺物 が検 出 され る ことか ら、城下町は武 田氏館跡周辺か ら南 は一条 小山の

麓 に移 され た とされ る一蓮寺周辺 にまで及 んで いた もの と考 え られ る。

しか し、遺跡 として取 り扱 うに際 しては、 中世 と近世 の二 つ の城下 町遺 跡 を便宜 的 に区

別す る必要 が あ り、武 田氏館 を中心 とした 中世 の城下 町 を武 田城下 町遺跡、 甲府城 を中心

とした近世 の城下 町 を甲府城下 町遺跡 と呼称 して いる。そ のため、二つ の城下 町が重複す

る甲府市北 口か ら武 田、朝 日一帯 の取 り扱 いは、 甲府城跡三 ノ堀 を一つ の境界 として設定

し、堀 の外側 を武 田城下町遺 跡、堀 の内側 を甲府城下 町遺跡 として いる。

第 3節  調査地点周辺 の状況

本地点が位置す る大手一丁 目付近 では、 これ まで に各種 開発 に先立 つ試掘調査等 も含 め

て発 掘調査 実績 は少 なか ったが、 平成 13年 度 に本 地点 か ら200mほ ど南側 で武 田城下 町
遺跡大手一丁 目 (甲府営林署跡 )地 点 (図 4)が 発掘調査 されて いる (甲府市教育委員会
2001)。 宅地造 成 に伴 う調査 によって 16世 紀 中葉 か ら16世 紀後 半 の城下 町 に関連す る遺

構群が発見 されてお り、屋敷 区画 として用 い られた溝跡や掘立柱建物跡、墓跡な どが検 出

されて いる。堀跡 と推測 され る大型 の溝跡が隣地境界 に近 い調査 区南側 か ら発見 されてお

り、城下 町 にお ける区画 のあ り方 を考 え る上で貴重な資料 を得 る ことがで きた。 また、溝

跡か らは 17世紀 初頭 の陶磁器 な ども出土 してお り、 中世 の溝 跡が近世初頭 まで利用 され
る とともに、屋敷地 の区画 は現在 まで 引き継がれた ことが 明 らか とな った。

かつて城下 町が展 開 して いた扇状地一帯 は、近世 に入 る と多 くが水 田 として開発 された

こともあ り、水 田造成層 を除去す る とともに中世段 階 の遺構面が確 認 され る事例 が多 い。

そ のため、水 田造成時 に削平 を受 けて地 山だけが確認 され る場所 もあれば、包含層が残 り、

遺構面が 良好 な状態 で確認 され る場所 もある。 このよ うな結果 は、かつて の城下 町の区画

内に存在 した高低差 が水 田開発 によって切 り盛 りされた結果 と考 え られ、相川扇状地 の傾

斜地 を利用 して形成 された城下 町像 が少 しず つ浮 き彫 りにな りつつ ある。
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第 2章 調査の概要
第 1節  調査 に至 る経緯

周知 の埋蔵文化財包蔵地 で ある武 田城下 町遺跡範 囲内 にお いて、 国立大学法人 山梨大学

職員寮建 設 工事 に先立 ち、 平成 20年 5月 1日 付 けで 国立大 学法 人 山梨 大 学学長貫 井英 明
よ り文化財保護法第 98条第 1項 に基 づ く埋蔵文化財発掘 の届 出が提 出された。
届 出を受 けて、 甲府市教育委員会 と国立大学法 人 山梨大学 (以下、 山梨大学 とい う)と
の間で協議 を行 い、 甲府市教育委員会 が平成 20年 7月 17日 か ら 7月 29日 まで の期 間 にお
いて、遺跡 の有無や時代、範 囲、 内容 な どを確認す るための試掘調査 を実施 した。試掘調

査 に関わ る費用 は、 甲府市教育委員会 が国庫補助事業費で対応 した。

試掘調査 の結果、 中世城下 町 に関連す る遺構 。遺物が検 出 されたため、 山梨大学側 と協

議 を行 い、発掘調査及びそ の後 の整理作業 を含 めた本報告書作成費用 は原 因者側 の負担 と

す る ことで合意 し、平成 20年 8月 25日 付 けで委託契約 を締結 した。
発掘調査 範 囲は、建物建設予定地 にお いて遺跡確認面 に掘削が及ぶ範 囲一帯 を調査対象

地 とし、 平成 20年 9月 2日 か ら現地 で の発〕曜調査 に着三弄し、 I子成 20年 10月 80日 には現地
を埋 め戻 して調査 を終 了 した。

第 2節  試掘調査 と基本層序

本地点 につ いては、調査直前 まで木造 建物 な どが数棟存在 して いた ものの、大 きな建造

物 はな く、地下 の状況 は比較的良好 ではな いか と考 え られ た。試掘調査 は、新築建物建設

予定地 を中心 とした範 囲内 に絞 り込 み、 調査 区の設定 を行 ったが、調査対 象地 は東西方 向

に長 い敷地で あ り、新築建物 も同方 向 に長軸 を有す るため、建設予定地 の うち東南 隅付近

を基点 として東西方 向 に約 27m、 幅 2mで トレンチ を設定 した (図 5)。
試掘調査 に際 しては、 開発計画 に伴 う建物解体作業 に従事 して いた重機 に協 力いただき、

トレンチ を掘 削 した。重機 によって表土 を除去 した後、人力 による確認作業 を実施 したが、

現地表下 約 50mか ら溝跡 と考 え られ る帯状 の遺 構 と、 そ の周 囲か ら戦 国時代 の土器や 陶
磁器 な どの破片 が 出土 した。 よって、本地点 に中世城下 町 に関わ る遺構 。遺物が包蔵 され

て いる ことが判 明 したため、少な くとも建物建設 に伴 う造成 によって失われ る可能性 が あ

る範 囲内 を発掘調査す る必要が ある と判 断 した。

基 本 層序 は、現地 表 で宅地造 成及 び建物解体 時 の盛 土 が約 3 0cmあ り、 そ の下 層 にはや

や締 ま りのな い暗褐 色土 が約 2 0cm確 認 され たが、 おそ らく宅地造 成以 前 に存在 した畑耕

作土 と考 え られ る。 この畑 の耕作土 は、調査 区西側 では下 層 に 5 cmほ どの黄褐色 の水 田床

土 を伴 う場所 もあ り、 かつては水 田だ つた よ うで ある。畑 の耕作土 を除去す る と砂粒や炭

化物等 を多 く含 むやや 暗 い暗褐 色土層が検 出された。 暗褐 色土層か らは 中世 のかわ らけや

瀬戸 美濃 な どの陶磁器片が得 られた ことか ら、包含層 と判 断 した。

ただ し、 トレンチ南側では後 に敷地造成層 と判 明 した黄褐色土層や黒色土層な どが あ り、
土層 自体 は トレンチ内で も一定 ではな く、予想以上 に複雑 な堆積状況で あった。そ のため、

不確定 なが らも調査範 囲の中で面積 の大部分で確認 され た暗褐色土層面 を中世城下 町 の包

含層、 あるいは遺構面 と判 断 して調査す る こととした。
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第 3節 調査の方法

本調査対 象面積 は約 340ゴで あ り、大型重機 によって一度 に掘 削 を行 った。基本 的 に現
地表 か ら暗褐色土 層 まで を重機 による掘 削 とし、撹乱 と南側 の敷地造成層 の一部 を除 きそ

れ以下 をすべて人力 によ り掘削 した。

発掘調査 に際 しては、 国土座標 に合わせ た方 眼測量 によって 5m× 5mグ リッ ドを基本
単位 として設定 し、東西列 を算用数字、 南北列 をアル フ ァベ ッ トで表記 した もの を組み合

わせてグ リッ ド番号 として用 いた。各 グ リッ ド番号 は南東 隅 にあた る杭 を基準 とし、遺構

実測、遺物取 り上げ等 に際 しては、すべてグ リッ ド番 号 に合わせ て記録 した (図 6)。

遺構 の調査方法 は、柱穴・ 土坑・井戸跡 な どは基本 的 に半載 した上で遺構 で あるか判 断

し、写真 。図面 によ り記録 した。溝跡 な ど大型 の遺構 につ いては部分 的 に土層観察面 を設

け、写真・ 図面 によ り記録 した。個 々の調査が ある程度完 了 した ところで、 ラジコンヘ リ

コプター による空 中写真測量 によ り調査 区全体 を写真撮影 し、 図化 した。

調査区

図 5 試 掘調 査 トレンチ配置 図

| | | | | | |_| | | | | |

試掘トレンチ
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第 4節  調査 の経過

発掘調査 は、範 囲確 認 に伴 う試掘調査 を平成 20年 7月 17日 か ら29日 まで の期 間 にお い

て 6日 間実施 し、本調査 を平成 20年 9月 2日 か ら10月 30日 まで の期 間内で 35日 間実施 し

て いる。本調査 の主 な作業 の進捗状況 は以下 の とお りで ある。

9月 2日  調査範 囲設定。重機 によ り調査 区掘削。 人力 によ り随時掘削・精査。
9月 10日  調査 区内の方 眼測 量 と杭 打 ち実施。
9月 12日  1号 溝跡掘削着手。
9月 13日  調査 区内国土座標杭打 ち。
9月 17日  1-4号 Pit掘 肖U着手。
9月 24日   5 ・ 6号 Pit掘 削着手。
9月 25日  2号 溝跡 。7～ 11号 Pit掘削着手。
9月 30日  3号 溝跡・ 1～ 3号土坑・ 12号 Pit掘 削着手。
10月 1日  5号 溝跡掘削着手。
10月 2日  1号 井戸跡・ 4号土坑・ 13号 Pit掘 削着手。
10月 3 日  5号土坑 。14～ 22号 Piti屈肖町着手。
10月 7日  4・ 6・ 7号溝跡・ 6号土坑掘 削着手。
10月 10日  8手士上坑 。23～ 25号 Pit掘 肖lJAtt。

10月 14日  重機 によ り調査 区南側 の造成層上面掘削。 26号 Pit掘 削着手。
10月 15日  9・ 10号溝跡 。27号 Pit掘 肖U着手。
10月 16日  8・ 11号溝跡 。2号井戸 跡掘削着手。
10月 20日   9号土坑掘肖lJA手。
10月 21日  12号 溝跡・ 10号土坑 。18号 Pit掘 削着手。
10月 22日  13・ 14号溝跡・ 3号井戸跡 ・ 29～ 31号 Pit掘 肖U着手。
10月 23日  7号 土坑・ 32・ 33号 Pit掘 削着手。 空 中写真測量実施。
10月 27日  最終確認 によ り発見 された 34～ 40号 Pit掘 削着手。
10月 29日  重機 による埋 め戻 し開始。
10月 30日  全体 を整地 し、発掘調査完 了。

第 5節 調査後の処置

発掘調査 によって得 られたコンテナ 2箱分の出土遺物は、平成 20年 11月 10日 付けで甲
府警察署長宛 に遺失物法に基づ く埋蔵物発見届を提出するとともに、山梨県教育委員会教

育長へ保管証 を提出し、平成 20年 12月 3日 付け教学文第 2223号によ り文化財 と認定され
た。合わせて、発掘調査成果 については、本書 に先駆 けて概要報告書 をまとめ、平成 20

年 11月 18日 付け教発第 10203号で山梨大学に提出した。
室内整理作業及び報告書作成作業については、甲府市山宮甲文館 において出土遺物の洗

浄、注記、接合後 に実測作業を行なった。図化 した実測図を浄書するとともに遺物の写真

を撮影 し、図版作成を行 っている。現場での実測図や記録写真等 について も整理するとと

もに、図版作成を行 い本書の刊行 に至っている。
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第 3章 遺構と遺物
今 回実施 され た発掘調査 区内か らは、溝 跡 14、 井戸跡 3、 土坑 10、 柱六 42(う ち建物
跡 1・ 柱 穴列 1)が 検 出 され た。 主 な遺 構 の時期 は、概ね 16世紀 中葉 以 降 と考 え られ、
武 田氏時代 の城下町関連 の遺構 群 と位 置付 け られ る。

第 1節  溝跡
1号溝跡 (遺構 :図 7 遺 物 :掲載 な し)
位  置 :D-9、 E-9グ リッ ド
検 出状況 :南北方 向 に延び る溝 跡 で あ り、南側 には西 に面 を有す る石積 み を伴 って いた。

検 出魏 囲内で は全長 約 6。 2m、 幅約 1.6mで北側 は浅 く、 南側 へ 向か って傾斜 して
いた。 深 さは南側 が約 0。 3mで あった。 出土遺物 の中 に小片 な が ら近世 陶磁器 が
確 認 され たため、近世遺構 と考 え られ る。

重複 関係 :11号溝跡 よ り新 しい。
出土 遺 物 :か わ らけ、 近 世 の鉄 釉 陶器 碗片 が微 量 出土 して い る こ とか ら、 17世紀 以 降 の

溝 跡 と考 え られ る。

2号溝跡
位   置
検 出状況

重複 関係

出土遺物

(遺構 :図 7 遺物 :図 15)
:B-2・ 3、  C-3～ 5、 D-5・ 6グ リッ ド
:調査 区の形 に合 わせ て東 西方 向 に延 び る溝跡で あ り、検 出範 囲では全長 北束か

ら南 西方 向 に延 び る溝 跡 で、 検 出範 囲内で は全長 約 21.6mで 、 西狽Jは 8号溝 跡
と接す る。 幅 は約 1,3m～ 1.8mで 、確 認面 か ら深 さ約 0。 2mで ある。 ち ょう ど屋
敷地 の境界 とな る緩 い段 差付 近 にそれ と並行 して掘削 され て いる ことか ら、屋敷

地 の境界 を意識 した もので はな いか と考 え られ る。堆積 土下 層 に砂 層な どはな く、

水が流れて いた開渠 の溝 で はな く、不 整形 な U宇形 の断面 で あつた ことか ら、 生
垣な どの可能性 も考 え られ る。

:4・ 8号土坑 よ り古 く、 8号 溝跡 との重複 関係 は不確 定 で あった。
:1・ 2はかわ らけ の小皿 で あ り、 3は 青磁稜花皿 で あ る。 青磁 は 15世紀代 の
ものが継統 して使 用 され て いた と考 え られ、溝 跡 の年 代 は 16世紀 中葉 と考 え ら

れ る。

3号溝跡 (遺構 :図 7 遺物 :掲載 な し )
位   置 :D-8・ E-8グ リッ ド
検 出状況 :南北方 向 に延 び る溝 跡で あ り、

で は全長約 2.2m、 幅約 0.5mで 、
ある。

重複 関係 :11号溝跡 よ り新 しい。
出土遺 物 :かわ らけが微量 出土 してお り、

南側は撹乱によって失われていた。検出範囲内

深 さは約 0.05mと 非常 に浅 く、性格は不明で

年代 的 には 16世紀代 の遺構 と考 え られ る。

4号溝跡 (遺構 :図 8 遺物 :図 15)
位   置 :D-8、 E-8グ リッ ド
検 出状況 :D-8グ リッ ドとE-8グ リッ ドで同規模の溝跡が検 出され、土層堆積状況か

ら同一遺構ではないか と考 え られた。よって、接続部付近が撹乱 されているため
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]号 溝跡

I 10YR階 褐 3/4秒粒少量、小際・炭イヒ物微量、粘性。しまりある。
2 18YR階褐 9/4砂粒多畳、費楊色土粒少量、粘性やや弱く、しまりやや強い。(水日床■)
3 18YR暗褐 3/4砂粒多量、炭イヒ物徽量、粘性・しまりある。
4 1DYR晴褐 3/3砂粒多量、黄褐色土粒微量、粘性やや弱く、しまりやや強い。
5 18YR階褐%砂粒夢量、小礫・炭化物微豊、粘性・しまりある。
6 18YR暗褐 e/4砂粒多畳、炭化物微量、粘性。しまりある。
7 10YRにぶい黄褐%黄褐色土粒多量、小礫・炭イし物少量、焼土地微量、

粘性あり、しまりやや強い。

8 10YR暗褐%砂粒少量、小礫・炭イヒ物微量、粘性。しまりある。
9 10YR踏褐 3/9砂粒、炭化物微量、粘性・しまりやや強い。
10 10YR暗褐 3/3砂粒多量、炭化榜少量、小榛微重、粘性。しまりある。
1キ 10YR皓褐%砂粒多量、小礫少豊、粘性。しまりある。

0      1・ 3号満跡     2m

(0      2号 溝跡断面図     2m)
0      2号 湾跡平面図     4m

2号溝跡

1～ 3号 溝跡遺構 図
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10YR暗掲3/7砂糧多量、戻イヒ物少二、粘性・

しまりある。

10YR暗褐%砂粒少量、炭化物微量、粘性
あり、しまりやや強い。

I                         B'

E

3 10YR暗褐 3/4砂粒少避、炭イし物 にぶい黄褐色■粒
微登、粘性あり、しまりやや強い。

8号溝跡

割61田世     三
す

1 10YR皓 褐 3/4砂粒多重、炭イヒ物・黄褐色土粒微量、

粘性やや弱く、しまりある。

創61田▲
バ

一

撹舌し

図 7



重複 関係

出土遺物

5号溝跡
位   置
検 出状況

重複 関係

出土遺物

6号溝跡
位   置
検 出状況

重複 関係

出土遺物

8号溝跡
位   置
検 出状 況

重複関係

出土遺物

に不確定ではあるが、直角に曲がる溝跡 と考 え られる。検 出範囲内では長さが南

北軸で約 4.2m、 東西軸で約 2.lmで あった。幅は約 0.4mで、深 さは約 0.05mと
浅 い溝跡 で あ った。

2号土 坑 よ り古 い。
かわ らけが微 量 出土 してお り、 16世紀代 の遺 構 と考 え られ る。

(遺構 :図 8 遺物 :な し)
B-3・ 4、 C-4グ リッ ド
B-3グ リッ ドか らC-4グ リッ ド方向に大 き く湾曲 しなが ら延びる溝跡で、
検 出範 囲内で は長 さが東西軸約 8.5m、 南北軸約 1.5mで調査 区外へ延 び る。 幅は

約 0。4mで 、 深 さは約 0.05mと 浅 い溝 跡 で あ った が、 全称 的 に粗粒砂 層が堆積 し
て いた ことか ら、水 が流れて いた と考 え られ る。 性格や年代 な どは不 明で あ る。

6号溝 跡、 10号土坑 よ り新 しい。
な し。

(遺構 :図 8 遺物 :掲載 な し)
B-3、  C-3グ リッ ド
南 北方 向 に延 び るが、 北側 は削平 を受 けた ことによって途切れてお り、調 査 区

中央 か ら南側 だ けが検 出 され た。検 出範 囲内で は全長約 5。 6m、 幅約 0.5～ 1.Om
で あ り、深 さは南側 の深 い場所で約 0.15mで あ った。

重複 関係 :2号 溝 跡 よ り新 しい。
出土遺物 :か わ らけが微 量 出土 してお り、年代 的 には 16世紀代 の遺構 と考 え られ る。

7号溝跡 (遺構 :図 8 遺物 :掲載なし)
位  置 iC-6、 D-7・ 8グ リッ ド
検出状況 :グ リッ ド内を 「コ」 の字状に湾曲 しなが ら延びる溝跡であ り、湾曲部はそ のま

ま調査区南壁外へ展開す ると考え られる。西側 の隅が撹乱 によって失われて いる

ものの、検 出範囲内における長さは、東西軸で約 6。 9m、 南北軸では東側が約 1.1

m、 西側が約 1.45mで あった。幅は約 0。 65mで あ り、深 さは 0.lm前後であつた。
堆積土 は下層 が粗粒砂 層 となってお り、水 が流 れ て いた と考 え られ る。

:8。 10。 12溝跡、 7号 土坑 よ り新 しい。
:かわ らけな どが微 量 出土 してお り、 1点近世 染付碗 が 出土 している。年代 的 に

は 18世紀 代 の遺 構 と考 え られ る。

(遺構 :図 9 遺物 :図 15)
iC-6、 D-6、 E-6グ リッ ド
:調査 区 中央 付 近 を南北 に縦 断す る溝 跡 で あ り、検 出箱 囲内で は全長約 9。 3m、

幅約 1,Om、 北 側 が 削平 され た状態 で あ ったが 、 深 さは北側 で 0.2m、 南側 で は

0。4mで あ った。 北側 の底面 は浅 く広 く、 南側 に向 って深 く狭 くなって いた。 底
面 には砂 層 の堆積 はな く、恒常的 に水 が流 れ て いた溝 ではな く、敷地境界 の よ う

な性格 の区画溝 で あった と考 え られ る。

:7・ 9号溝 跡 よ り古 く、 14号溝跡 よ り新 しい。
:かわ らけや土器橋鉢 な どが少量 出土 してお り、 掲載 した 5～ 8は かわ らけで あ

る。遺構 の年代 は 16世紀 中葉 と考 え られ る。
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4号溝跡

蜘 t▲
1 10YR暗 掲 9/e砂粒少量、炭化物焼土微塁

粘性。しまりある。

5号溝跡

印Ы∞▲   i  ▲
予

I 10YRに ぶい責褐%
砂粒 砂不」多量、小礫,炭化物微量、
粘性やや覇く、しまりある。

6号溝跡

フ号溝跡

asЮO▲ 1

1 10YR皓 褐 %砂粒少量、炭イヒ物微量、
粘性・しまりある。

2 1DYR晴褐 3/4砂粒を主体とする。
粘性なし、しまりある。

3 10YR皓掲 3/4砂粒多量、庚イヒ物微重、
粘性。しまりある。

3 |

4

創DI岡▲
バ

一

ヤ
F-9

1 10YR暗掲光砂粒多量、炭十ヒ物微二、お性

あり、しまりやや強い。

2 10YR黒 掲%砂粒少量、炭イヒ物微量、地性
あり、しまりやや強い。

3 10YR皓 褐%砂粒少量、粘性あり、しまり
やや強い。

4 10YRに ぶい黄褐猪地山層。

帥m旦
_ことこラ本
旦

l lDYR皓褐 e/4砂粒少畳、炭化物 小際徹量、
粘性。しまりある。

キ
Ｄ・８

916100 と:1苛 :三

′

(0         簡面図
0         平面図

2m)

4m

～ 7号 溝跡 遺構 図
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8号・ 14号清跡

9号溝跡

14号溝跡

創87側 旦

割6711▲
表土・撹乱

9号 溝跡

tPq
ヤ

1 10YR皓IB3/4砂粒少二、粘性 しまりある。
2 10YR皓掲3/4砂粒少二、粘性 しまりある。
3 10YR晴掲%砂粒多二、炭化物微還、粘性 しまりある。
425Y晴オリーフ褐%砂粒多量、茨化物微二、粘世やや弱く、しまりある。
5 10YR晴褐e/e砂粒多量、黄褐色砂粒少E、 炭化物微

=、

お性やや
弱く、しまりある。

S,OYR階褐%砂粒多二、炭化物 焼土れ 小礫微二 粘佳 しまりある。
7 19YR皓褐%砂紅多二、炭化物微二、粘性 しまりある。
8 10YRにるい黄褐%地山層。

3α l∞ 旦

4導

1 ,OYR暗褐%砂粒多豊、炭化物 焼■粒微豊、塙催 しまりある。
2,OYR皓掲%砂粒少量、炭イヒ物微二、粘性 しまりある。
3 19YR皓掲И砂粒多量、炭化物微E、 お性 しまりある。
4 10YR皓褐a/4砂粒少E、 粘にあり、しまりやや強い。
5 10YR皓褐%砂粒少量、炭化物微鳳、粘性 しまりある。

ビ

一

4

Ｂ

一

10号溝跡

割S7∞ ▲

1 10YR皓褐%砂粒多二、黄掲色主粒・測ヒ物少量、粘性あり、しまりやや強い。
2 10Y日 黒褐3/2砂粒炭化物焼土塊多霊、粘性あり、しまりやや強い。

3 10YR晴褐S/8砂瓶少量 炭化物微二、おに 'しまりある。
4 10YR黒褐3/沼粒砂層。

5 ,OYR 褐 %地山層。

図 9 8～ 14号 溝跡遺構 図

8号溝跡

ml∞ 旦

S 10YR皓掲%砂壮多量、責褐e■社少二、炭化物微鼠、お性やや弱く、しよりある。
710Y日 暗褐3/組粒」/1多避、脚ヒ物少量 お性やや弱く、しまりある。

l laY日 晴掲%砂紅多量、貧褐色土地少雲、お世 しまりある。
2,OYR黒掲%寅褐色土婉 小際少重 お性あり、しまり強い。
3,OYR皓褐%砂紅黄褐色土粒少量、粘性あり、しまりやや強い。
419Y日 皓褐3/3砂粒少重、小操炭化物微量、粘性しよりある。

5 ,OYR黒褐%V1/粒少量、粘性 しまりある。

a10YR晴褐%砂粒・小傑少量、炭化物微量、お性しまりある。蒔
狂
ν        V

, ,OYR暗褐9/3砂紅多騒、資褐色土地少鼠 粘性 しまりある。

2 10YR黒褐e/黄褐色■lR Bヽ擦少量、粘性あり、しまり強い。

3 10YR晴褐%砂位,黄褐e■組少
=、

お性あり、しまりやや強い。

4 10YR黒褐%砂粒少E炭化物微
=、

/h性 しまりある。

6 19YR晴褐%砂組少E、 小際微壼、お性 しまりある。
6 10YR黒褐/2砂位多二、炭化物徴鼠 粘性 しまりある。

,10YR 褐 %地山層。
8,DYR皓褐%砂粒少二、茨化物微二、粘に しよりある。
9 10YR黒褐%砂粒少二、黄褐色と粒微豊、粘世しまりある。

8 10YR暗褐%砂粒多量 小際少H、 お性やや弱く、しまりある。
9 10YR黒褐%砂粒少景、粘性 しまりある。
10,OYR黒褐%砂粒多量、粘性 しまりある。
1l iOYR黒 掲P/晴褐色上粒少二、小僚微二、粘性あり しまりやや強しL
12,OYR晴褐%砂粒多重、小際微里、粘性 しまりある。
13'9YR晴禍%砂粒少二、黄褐色■粒彼二、粘性あり、しまりやや強い。
14 10YR階 掲%」 躁ヽ 黄褐色望粒少霞、炭化物微電、お性あり、しまりやや強い。

o                                 4m

5
z｀ 3

杷

３
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9号溝跡 (遺構 :図 9 遺物 :な し)
位   置 :D-6、 E-6グ リッ ド
検 出状況 :8号 溝 跡北側 と重複す る位 置 で検 出 され た小礫 を並べ た石組 の溝跡で あ り、全

体 的 に削平 され た とみ られ、北側 の石 組 や南側 の延長 は確認す る ことはで きなか

った。検 出範 囲内では、 素掘 り部分 の全 長 は約 4.Om、 幅 0.8mで あ り、 石 組水路
部 分 は長 さ約 1,4m、 幅 0。 15mで あ った。 深 さは約 0.05m前後 で あ り、 浅 い溝跡
で あったが、 時期 な どは定かではな い。

重複 関係

出土遺物

10号溝跡

位   置
検 出状況

8・ 14号溝跡 よ り新 しい。

な し。

(遺構 :図 9 遺物 :図 15)
D-8、 E-7・ 8グ リッ ド
調査 区 を南 北方 向 に縦 断す る溝 跡 で あ り、 D-8グ リッ ドで は西側 か ら11号
溝 跡 が接続 して いた。検 出範 囲内で は全 長約 9。 2m、 幅 1.3～ 1.6mで あ る。 北側
は削平 されてお り、深さは北側が 0.25m、 南側は0.52mであった。
土層観察では焼土塊や炭化物 を多量 に含む層が東側か ら流れ込むように堆積 し

ている ことが確認 された。焼土塊 自体は、建物の土壁 というには壁体 の部材痕や

表面 と思われる部位は確認されず、全体的に半焼けの柔 らかい塊が 目立 った。 し

たがって、火災処理か寵や炉体 の解体な どによって廃棄 された ものと考 え られる

が、後者 の可能性の方が高いように感 じた。 同様の堆積層は 11号溝跡や 30・ 31

号ピ ッ トで も確認された ことか ら、 これ らの遺構群は同時期 に存在 した遺構であ

ると考 え られる。溝跡底面は北か ら南へ傾斜 してお り、粗粒砂層が堆積 していた

ことか ら、一定量の水が流れていた ことが明 らか となった。

重複関係 :11号溝跡、 30。 31号ピッ トと同時期。
出土遺物 :かわ らけや土器括鉢、火鉢、内耳鍋な どが少量出土 している。掲載遺物 は 9～
13は かわ らけで、 11・ 121こ は熔融物が付着 していた。 14は片 口播鉢、 15は石
鉢、 16は青花皿であったが、 いずれ も 16世紀 中葉の遺物 と考え られる。

11号溝跡 (遺構 :図 10 遺物 :図 15)
位   置 :D-8・ 9グ リッ ド、 E-8・ 9グ リッ ド
検 出状況 :10号溝 跡 と垂 直 に交 わ るよ うに東 西 方 向 に延 び る溝跡 で あ り、 接 続 部 には溝

内側 に面 を揃 えた石組が施 されて いた。 溝跡西側 は、そ のまま調査 区外 へ 延 び る

とともに、南側 に も 1号溝跡 と重複す るよ うに展 開 して いた。検 出範 囲 内では全
長 約 7.Om、 幅 1.5mで あ り、深 さは約 0。 3mで あった。溝跡 の東西方 向 に 関 して
は、 10号溝跡接 続部ば か りで は な く、 水 路 内側 に面 を有 す る石材 が所 々 に残 さ
れ て いた ことか ら、本来 は石組 の水路 で あった と考 え られ、廃棄 時 に石 が 抜 き取

られ た ことが明 らか とな った。

溝 跡 中位 には E-9グ リッ ドを中心 に 10号溝 跡 で認 め られ た もの と同 じ焼土
塊 を多 量 に含 む埋土が検 出されたが、溝 跡全体 で確認 され た もので はな く、部分

的 に集 中 して検 出 された ことか ら、何 らか の理 由で人為的 に廃棄 され た もの と考

え られ る。 溝 跡底 面 には粗粒 砂 層 が堆 積 し、 西 か ら東 へ下 って いた こ とか ら、

10号溝 跡側 へ水 が流れて いた と考 え られ る。
重複 関係 :1・ 3・ 4号溝 跡 よ り古 く、 10号溝跡 と同時期。
出土遺物 :掲載 遺物 は 17～ 23であ り、 23の 土器 播鉢以外 はかわ らけで ある。 図化 で きな
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11号 溝跡

かったものの、かわ らけの中には熔 けた金属が付着 したかわ らけ (熔融物付着土

器)が 1点出土 している。それ以外の出土遺物 としては、青磁や砥石が各 1点出
上 している。青磁は稜花皿であ り、表面には火災な ど二次的な被熱による発砲が

み られた。

12号溝跡 Ａ

一

蜘

著

9 10YRにぶい黄褐
4/3

18 10YR黒褐%組粒・砂層。
1 10YR皓 褐 3/4砂粒多二、小際少量、黄褐色土粒微量、粘性やや易くしまりある。

2 10YR階渇9/4砂粒多量、黄掲色土粒少置、粘性・しまりある。

3 10YR階褐 3/4砂粒少二、小礫微量、お性・しまりある。

4 10YR階褐 3/a砂粒多重、小礫少量、炭イヒ物微量、お性・しまりある。

5 10YR皓褐 3/3砂粒多置、炭イヒ物微量、粘性やや弱く、しまりある。

S10YR階褐 3/4砂粒多量、粘性やや弱く、しまりある。

7 10YRに ぷい賣褐%礫 ,小擦少E、 地山層。
8 10YRにぶい貨掲 4/3地山層。

389∞△ 表土・撹乱 ▲ 割61∞旦

1 25Y皓 オリーブ褐e/8砂粒少量、炭イヒ物微量、粘性。しまりある。

2 10YR暗橘 e/4砂粒多量、炭化物微量、粘性・しまりある。

3 25Y躇オリーブ褐 e/9砂粒多二、炭イヒ物微量、粘性やや弱く、しまりある。

4+OYR皓為%砂粒多量、貧楊色土粒少量、炭イЪ物微量、粘性やや弱く、しまりある。

S10Y日 皓褐 3/3砂粒少畳、小供・炭イヒ物微と、粘性・しまりある。

8 1DYR皓褐 %砂粒少量、小傑徹量、粘性・しまりある。

7 10YR皓褐 3/4砂粒・黄掲色砂粒多量、炭イヒ物・小操微量、粘性やや

弱く、しまりある。

10

8 iOYR暗褐 3/4砂紅・黄褐色砂粒多重、際・小礫少量、炭化物微量、

お性やや弱く、しまりある。

9 10YR暗格 3/4砂粒多量、炭イヒ物微遺、お性・しまりある。

10 10YR皓 褐 3/4粗粒砂層。

11 10YR階褐 9/4砂粒少E、 炭化物微二、粘性。しまりある。

キ2 10YR階褐 3/3礫 ,小礫を少盈含む、招紅朝目。

13 18YR皓褐 3/3砂地多と、小礫・炭十ヒ物微量、粘性なし、

しまりある。

14キ DYR皓褐 3/e砂地少豊、炭化物微量、粘性。しまりある。

図10 11・ 12号 溝跡遠構 図

15 10YR階 褐 e/a砂粒・黄褐色土粒少重、粘性・しまりある。

〕S10YR黒 褐%黒褐色■と皓掲色上の混合土。
17 10YR階褐 3/3砂粒多量、黄褐色土粒微量、粘性 しまりある。
18 10YR皓 褐 e/4砂粒多量、貢褐色土粒少量、粘性あり、しまりやや強い。

19 10YR黒 褐%砂粒多量、小礫少量、お性やや弱く、しまりやや強い。

0                             4m

ざ 乳

単も⑮膨
°
。鰹ガ 逮F砥 琴益3罵電聾弼辞も毛ゞ
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12号溝跡

位   置
検 出状況

重複 関係

出土 遺 物

13号溝跡

位   置
検 出状況

重複 関係

出土 遺 物

14号溝跡

位   置

(遺構 :図 10 遺物 :16)
:D-6。 7、 E-6。 7グ リッ ド
:8号 溝 跡 と並行す るよ うに調 査 区 を南北方 向 に縦 断す る溝跡で あ り、規模 は検
出範 囲内で全 長約 9,2m、 幅 約 1,3～ 2.Om、 深 さは北側 で約 0.5m、 南 側 で約 0.6

mで あ り、南 へ 向か って傾斜 して いた。調査 区壁 面 も含 め 4箇所 で断 面 を観察 し

たが、 中位 には礫混 じ りの厚 い堆積 土が確認 され た ことか ら人為 的 に埋 め戻 され

て い る可能性 が高 い。溝 跡底部 には砂 層が堆積 して いた ことか ら流水 が あつた と

考 え られ る。 E-6グ リッ ドで は底部 か ら用途 は不 明で あるが、配 石 が検 出され
て いる。

:7号 溝跡 よ り古 く、 Pit3 9。 40と の新 旧関係 は不 明で あつた。
:か わ らけや土器播鉢、 火鉢、 陶磁 器 な どが 出土 してお り、 掲載遺 物 は 24～ 29

で あ る。土器 製 品は 24～ 26がか わ らけで、 27は土器播鉢 で ある。 陶磁 器 では 28

の大 窯第 1段階 の灰釉端 反皿 と29の 青花皿 で あ り、遺構 の年代 は 16世紀 中葉 と

考 え られ る。

(遺構 :図 9 遺物 :掲載 な し)
:C-6グ リッ ド
:調査 区南側 の整地層下 で確 認 され た溝跡で あ り、大部分 は調査 区南 側 に展 開す

る と考 え られ る。検 出範 囲内で は全長約 0,7m、 幅約 0,25mで、深 さ は約 0。 25m
で あった。 断片的な確認で あつたた め、 時期や性格 な どは不 明で あ る。

:2号 井戸 跡 よ り古 い。
:か わ らけが 1点 のみ 出上 した。 整 地 層 の下 で あ るた め、 年代 的 に は 16世紀 中

葉 と考 え られ る。

(遺構 :図 9 遺物 :掲載 な し)
:D-6グ リッ ド

検 出状況 :検 出範 囲内では全長約 1.35m、 幅 約 0.35m、 確 認面 か らの深 さ約 0.15mで あ

る。 当初 は 9号溝跡 の続 きで はな いか と考 え られ たが、 9号 溝 跡 よ り西側 が張 出
し、深 さ も急激 に深 くな る ことか ら別遺構 として扱 つた。

重複 関係 :8。 9号溝跡 よ り古 い。

出土 遺物 :な し。

第 2節  井戸跡

1号井 戸跡 (遺構 :図 11・ 遺物 :図 16)

位  置 :C-4・ D-4グ リッ ド
検 出状況 :遺構平面形 は 円形で あ り、石 組 の井戸 跡で ある。規模 は石組 内径 が 長軸 0.8m、

短 軸 0,7mで あ り、掘 り形 の規 模 は長 軸約 1.9m、 短軸約 1.8mで あ る。 井戸 内 に

は大 小 の礫 が詰 め込 まれてお り、 人為 的 に廃棄 され た もので ある と考 え られ た。

礫 石 を人 力で除去 しつつ掘 削 し、 深 さ約 0.8mま で確 認 したが、 そ れ よ り下 層 の

掘 削 は幅 も狭 く、水 も湧 いた ことか ら困難 で あつた。そ のため、 本 調 査後 の埋 め

戻 し前 に断ち割 りを行 い、深 さ約 2.5mま で掘 削 した と ころ、下 層 か ら竹 片 が 出

土 した。そ の深 さまで掘削 した と ころで湧 き水 の水量 も多 くな った た め、 それ よ

り下 の確 認 はで きなか ったが、 井戸枠 に用 い られ た石積 みは上か ら 9段 目まで検
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出 した。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :か わ らけが微 量 出土 して いる。確 認面 上 で 出土 した大 窯第 1段階の天 目茶 碗 1

点 (30)を 掲 載 して い る。 そ の他、 石 積 み に角 柱 状 に加 工 され た石材 が 1点使
用 され て いた た め取 り上げ たが、 用 途 は不 明 で あ る。 遺 構 の年代 は 16世紀 中葉
と考 え られ る。

2号井戸跡 (遺構 :図 11・ 遺物 :掲載 な し)
位   置 iC-6グ リッ ド
検 出状況 :調査 区南側 を覆 って いた整地層下 で確 認 され た。遺構 平面形 は不整精 円形 で あ

り、緩 い段切 りの斜面部 か ら下段部 の地 山 を掘 り抜 いた素掘 りの井戸 跡で あ る。

規 模 は長 軸 1.8m、 短軸 1.6mで あ り、 深 さは約 1.Omま で掘 り下げ た。井戸 内 に
は礫が投げ込 まれてお り、1号井戸跡 と同様 人為 的 に廃棄 された ものと考 え られ る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :掲載遺物 はな いが、 かわ らけ、土器 播鉢 が微 量 出土 してお り、整地層 の下 で あ
る ことか らも年代 は 16世紀 中葉 と考 え られ る。

3号井戸跡 (遺構 :図 11・ 遺物 :図 16)
位  置 :D-8、 D-9グ リッ ド
検 出状況 :調査 区西側 の 10。 11号溝 跡 に囲 まれ るよ うな位 置 で検 出 されてお り、遺 構 平

面形 は精 円形 の石組 の井戸跡で ある。規 模 は石 組 内径が長軸 0。 8m、 短軸 0.6mで
あ り、 掘 り形 の規模 は長軸約 1.8m、 短 軸約 1.6mで ある。 深 さは礫石 が充填 され
て いた こともあ り、狭 い幅で の調査 が 困難 で 約 0。 8mま で 人 力で掘 削 した。 この
井戸 跡 も他 の 2基 同様 内部 に礫石 が詰 め込 まれ てお り、最後 は人為 的 に廃棄 され
た もの と考 え られ る。 調査終 了時 の埋 め戻 し前 に断ち割 りを行 い、深 さ約 2.Om
まで掘 削 したが、状況 に変化 はみ られ なか った。

重複 関係 :4号 溝 跡、 3号 土坑 よ り古 い。
出土遺 物 :か わ らけが微 量 出土 してお り、 掲載 遺 物 は 31の かわ らけ のみで あ るが、 年 代

は 16世 紀 中葉 と考 え られ る。

第 3節 土坑

1号土坑 (遺構 :図 11・ 遺物 :図 16)

位   置 :E-8グ リッ ド
検 出状況 :遺構 平 面形 は楕 円形で、規模 は長軸約 1.lm、 短軸約 0,8mで ある。掘 り込 み も

浅 く、覆土 に大 きな特徴 もな い ことか ら用 途 は不 明で ある。

重複 関係

出土遺物

2号土坑
位   置
検 出状況

な し。

かわ らけが 3点出土 してお り、そ の うち 32の かわ らけ 1点 を掲載 して いる。

(遺構 :図 11・ 遺物 :な し)

ヤま

重複 関係 :

B-5グ リッ ド
遺構 平 面形 は不 整形で、規模 は長軸 約 2.Om、 短軸約 1.82mで ある。 内側 か ら
礫石 が検 出 され たが、配石 のよ うに規則 的 な配置 はな く、用途 は不 明で あ る。

4号溝 跡 よ り新 しい。
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1号井戸跡

1 10YR晴 協3/4砂紅多二、小礫少
=、

炭化物微E、 粘性.しよりある。
2 10YRに ぶい貢褐%砂粒 砂利多嵐 」ヽ際少二、粘性やや弱く、しまりある。
3 18YR皓 楊%砂粒・小際多

=、

反化物紋量、お性やや強く、しまりある。
4 10YR皓 褐3/4 iD糀少二、小際微E、 お性やや強く、しまりある。
5 10YR贈渇%砂北多重、砂利・炭化物微二、お性・しまりある。
6 10YR階協3/3砂粒・Bヽ機・礫多二、粘性やや強く、しまりある。

B'

8号井戸跡

/

戯

1号土坑

| '9YR陪褐%砂花・貢褐色土粒少避、炭化物・
小礫微歎 な性 しまりある。

N

図11 1～ 3号井戸跡、 1・

2号井戸跡

aslm旦

1 10YR皓 褐%砂紅・資褐色砂粘多E、
粛し物 境土地.小礫徹と、お桂あり、
しまりやや強い。

2 10YR皓 掲e/3福色土粒・責掲色土粒・砂紅少二、

炭イヒ物微嵐 お性やや強く、しまりやや強い。

9 10YFl贈塙9/4にぷい黄褐色■粒多二、砂粒少承

粘忙やや強く、しまりある。

4 18YR皓 掲 9/e砂地 脚ヒ物少鼠 葵褐色土地微量、
粘准・しまりある。

5,OYR皓褐9/4砂粒少登、炭化物微E、 お忙・しまりある。
6 10YR贈 褐3/45層 に比べしまりやや強い。

7 10YR階 褐e/4砂租・黒欄e土地少二、お性あり、しまり

やや強い。

8,OYR嗜褐%砂粒多よ 小礫 炭イヒ物微二、粘性 しまり
ある。

9 10YR暗 褐3/4砂社・にぶい費褐色土地,小僚少量、炭化物
微二、お性やや強く、しまりある。

10 10YR階褐e/4砂粒・灰黄鴇色土地 」ヽ際少承 反化物微量、
お世やや強く、しまりある。

|キ 10YR踏褐3/4にぶい貢褐色土粒多二、砂紅少承 小礫 炭イヒ
物微二、お性やや強く、しまりある。

IE 10YRにぶい黄褐%砂粒 炭化物徹
=、

粘性やや強く、しま

りある。
18P5Y黒褐%砂糀・にぷtヽ黄褐色土紅,小礫少E、 脚ヒ物微
■、地性やや強く、しまりある。

疇

Ｄ・４
十

Ｎ

一
Ｓ
一

創6+側▲

創6 ЮO旦

Ｂ

一

Ｅ

一

Ｗ

一

ゝ 2号土坑

1 10YR黒褐%砂糀 劇ヒ物少二、続辻粒 Vkt・ 黄褐色i粒微二、粘性,しまりある。
2 10YR皓掲9/3砂粒少量、炭化夕側駄粘性・しよりある。

2号土坑遠構図

l 10YR黒褐2/3礫・小際多量、炭イヒ物微量、

粘性強く、しまりある。
Ｗ

一

0                            2m

撹舌し
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出土遺物 :な し。

3号土坑 (遺構 :図 12・ 遺物 :な し)
位  置 :D-8、 D-9グ リッ ド
検 出状況 :3号 井戸 跡 と重複す る位 置 にあるた め、 井戸埋土 の一部 とも考 え られたが、堆

積上 が比較 的新 しい と考 え られ た ことか ら別遺構 とした。 遺構 平面形 は楕 円形で

あ り、長 軸約 1。 18m、 短 軸 約 0.92mで あ る。 井戸 跡 の落 ち込 み を再 利用 した土
坑 で ある可能性 が あるが、 用途 は不 明で あ る。

重複 関係

出土遺 物

4号土坑
位   置
検 出状況

重複 関係

出土遺物

5号土坑
位   置
検 出状況

重複 関係

出土遺物

6号土坑
位   置
検 出状況

重複 関係

出土遺 物

7号土坑
位   置
検 出状況

重複 関係

出土遺 物

8号土坑
位   置
検 出状 況

3号井戸跡よ り新 しい。
な し。

(遺構 :図 12・ 遺物 :掲載な し)
C-5。 D-5グ リッ ド
遺構平面形は隅丸方形で、規模は長軸約 1.4m、 短軸約 1.3mで ある。括鉢状に

中央 へ 向って低 く掘 り込 まれ て いたが、用途 は不 明で ある。

2号溝跡 よ り新 しい。
かわ らけが 1点 のみ 出土 して いる。

(遺構 :図 12・ 遺物 :掲載 な し )
D-5グ リッ ド
北側 は撹乱 によって失 われ てお り、遺構平面形 は隅丸 長 方 形 か 隅丸方形 と推測

される。規模は残存値で長軸約 1.lm、 短軸約 1.Omで ある。掘 り込みは浅 く、底
面は平坦であったものの用途は不明である。

な し。

かわ らけが 1点 のみ 出土 して いる。

(遺構 :図 12・ 遺物 :な し)

E… 8グ リッ ド
北側 が撹乱 によって失 われ てお り、遺構平面形 は 円形 か楕 円形 と推測 され る。

規模 は残存値 で長軸約 1,lm、 短軸約 0。 7mで ある。
な し。

な し。

(遺構 :図 12・ 遺物 :掲載 な し)
C-6グ リッ ド
調査 区南側 を覆 つて いた整地 層下 で確認 された土坑 で あ り、 南壁 際で一部分が

検 出された。検出範囲内での規模は 0.9m、 幅約 0,3mで あった。部分的な調査で

あったため、全体規模や用途は不明である。

な し。

な し。

(遺構 :図 12・ 遺 物 :図 16)

C-5グ リッ ド
ー部分が試掘調査 時 のサ ブ トレンチ によって欠損 して しまったが、遺構平面形
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は隅丸長方形で、規 模 は長軸約 1.8m、 短軸約 1.3mで あ る。覆 土 に炭化物が多 く
含 まれて いたが、用 途 は不 明で ある。

重複 関係 :2号 溝跡 よ り新 しい。
出 L遺物 :掲載 した 33・ 34の かわ らけ 2点が 出土 して い るが、 形態 的 に他 のかわ らけ と

や や 異 な る ことか ら、 他 の一群 よ り新 しい可 能 性 が あ る。 年代 的 には 16世 紀 中

葉 か ら後 半 と考 え られ る。

9号土坑 (遺構 :図 12・ 遺 物 :図 16)

位  置 :D-6グ リッ ド
検 出状況 :遺構平面形 は、や や崩 れ た隅丸 長方形で、 規模 は長 軸約 1,7m、 短軸約 1.35m

で あ り、用途 は不 明で ある。

重複 関係 :な し。

出土遺 物 :出土 した遺 物 は掲 載 した 35のかわ らけが 1点で あ り、 年代 は 16世紀 中葉 と考
え られ る。

10号土坑 (遺構 :図 12・ 遺 物 :図 16)

位   置 :グ リッ ド
検 出状況 :整地 層掘 削 中 にかわ らけな どとともに確 認 され た土坑 で あ り、 おそ らく本来 の

掘 り込 みは もう少 し上 層か らで あった可能性 もあ る。 検 出 され た遺構平面形 は 円

形 で あ り、規模 は長 軸 約 0。 9m、 短軸約 0.85mで あ る。 用途 につ いて は、 かわ ら
けの出土状況 か ら埋 納土坑 の可能性 もある。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :こ の土坑 か らは、 大 小 のかわ らけや土器播鉢 片 が 出土 して いる。掲載遺物 は、

36～42で あ り、 36・ 38・ 39の かわ らけは ほぼ 完 形 で あつた。 土器 の年代 は 16

世紀 中葉 と考 え られ る。

第 4節 建物跡及び柱 穴列

掘立柱建物跡、柱穴列 につ いては、記載 した規模や柱 間 の数値 はすべて 中心 か らの距離

で計測 して いる。 この ほか の柱六 (ピ ッ ト)は 図 14に ま とめて いる。

(1)掘 立柱建物跡
1号掘 立柱建物跡 (遺構 :図 13 遺物 :な し)
位  置 :D-5、 E-5グ リッ ド
主車由方埼拡:N-25°  一E  左I穴 :15。 16・ 27・ 37号
検 出状況 :建物 北側 は調査 区外 に展 開 して いる と考 え られ、 建物平面形 は長方形 を呈す と

想定 され、 北か ら東 へ 25度傾 く。柱六平面 形 は 円形 または不 整形 で あ り、 16・
37号ピ ッ トと 15。 27号 ピ ッ トの柱 間は約 3.65m、 15・ 16号 ピ ッ トと27・ 37号
ピ ッ トの柱 間は約 1.3mを 測 る。調査 区北壁 際で検 出 され た 14号ピ ッ トは軸線延
長 に位 置す るた め 同時 に図化 して いるが、 15号 ピ ッ トとの間 隔が狭 く、 深 さ も

異 な る ことか ら 1号掘立柱建物跡 とは異 な る遺構 と考 え られ、 建物想定軸線 か ら
僅 か に外れ るが、 38号 ピ ッ トが関係す る可能性 もあ る。
また、規模や配列上 は同軸線上 に配置 されて いるため に同一遺構 とみな したが、

個 々のビ ッ トの土 層堆積 状況 をみ る と、 15・ 27号ピ ッ トには柱痕 が残 り、 16・
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Ｗ
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Ｎ

一

4号土坑 5号土坑

Ｅ

一

/

創621X旦

F‐ 9
共

創se∞型
Ｅ

一 36阻型

| 10Y R皓褐3/3砂粒・炭化物・焼土粒微盤、粘性

しまりある。

2 10YR皓褐3/3砂粒少量、炭化物 黒褐色土粒微
登、粘性やや強く、しまりある。

S号土坑

創6鯛型

8号 土坑

＼

I 10YR階 掲 3/3炭化物多量、砂粒少量、焼土粒微量、粘性・

しまりある。

2 10YR贈褐3/3砂粒・茨化物・焼土地少量、粘性 しまり
ある。

3 10YR階掲3/3

1 10YR皓褐%砂粒 炭化物微避、粘性`

しまりある。
2〕 OYRに 73iい黄褐4/e地山層。

I 10YR陪褐 3/3砂粒多量、炭化物少量、焼土粒微量、
粘性 しまりある。

2 10YR皓掲3/4砂粒多量、炭化物微量、粘性・しまり
ある。

割6削型            三

十 10YR皓褐3/3砂粒少量、炭化物・小礫微量、粘性・
しまりある。

2 18YR皓褐1/4砂粒・黄褐色土粒少重、粘性・しま
りある。

1 10YR皓掲3/3砂粒多量、黄褐色土粒少量、粘性・

しまりある。

2 10YR黒褐%黄褐色土塊・I曝少量、粘性あり、
しまりやや強い。

3 10YR陪褐3/3砂粒・黄褐色土粒少量、粘性あり、
しまりやや強い。

4 10YR黒褐3/2砂粒多豊、炭化物微量、粘性・しま
りある。

6 10YRにぶい黄褐4/3地山層。
6 10YR黒褐2/8砂粒少量、炭化物微塁、粘性。しま

りある。(7号上坑)

7 10YR黒褐2/2砂粒少量、炭化物微量、粘性。しま
りある。(7号■坑)

10号土坑

/

9号土坑

36削旦

i 10YR踏褐 3/3砂粒多量、炭化物・小礫少量、粘性。しまりある

2 iOYR鰭褐 3/4砂粒多豊、黄褐色砂粒少量、炭化物微量、粘性
やや弱く、しまりある。

318Y日 皓褐3/8砂粒少置、炭化物微量、粘性・しまりある。

0

3～ 10号 土坑遺構 図
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創5削旦    1 N

1 10YR暗褐 3/3砂粒・炭十笞切多霊、焼■粒微豊、
粘性。しまりある。

2 19YRにぶい黄褐 4/3砂粒少豊、炭化物・黒褐色
土粒微霊、粘性。しまりある。

Ｅ

一

フ号土坑

撹 乱

図12
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37号 ピ ッ トは抜 き取 られて い る。 この よ うな堆横 状況 の差 を考 慮す る と、別 の

建物遺構 を構成す る可能性 もある。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :な し。

(2)柱 穴列・柱穴
1号柱穴 列 (遺構 :図 13 遺物 :掲載 な し)
位  置 :D-3・ 4グ リッ ド
主軸方位 :E-20°  一S  柱穴 : 7 ・ 8 。10・ 12号
検 出状況 :調査 区北壁 で検 出 され たピ ッ ト群 で あったため、全体 を確認す る ことがで きな

か った ものの、柱穴 の規模や配列 か ら判 断 して掘立柱建物跡 の可能性が高 い と考

え られ る。 しか しなが ら、対 にな る柱穴列 を確認 して いない ことか ら、客観 的 に

みて柱穴列 とした。平面形 は半面 のみ の確 認で あったが、 円形 または精 円形 と推

定 され、 軸線 は東か ら南へ 20度傾 く。柱 間 の長 さは 7・ 8号ピ ッ ト間が約 1.8m、
8 。12号 ピ ッ ト間が約 2,35m、  10。 12号 ピ ッ ト間が約 2.4mで 、 全長約 6.55m
を測 る。

重複 関係 :な し。

出土遺物 :各ピ ッ トか ら 1点土器が 出土 して いるのみで ある。

柱穴 (遺構 :図 14)

調査 区全体 で 42基 の柱 六 が検 出 され てお り、 全体 的 に調査 区北東側 に集 中す る傾 向 に

ある。 1号 柱穴列 のほか にも30・ 31号柱穴や 39・ 40号柱六 な ど位置や規模、埋土か ら判
断 して 同一遺構 の可能性 が あるもの も存在す る。

第 5節 遺構外 出土遺物 ほか (遺物 :図 17)
主 に調査 区南側 で確認 され た整地 層 内か ら多 くの土器 。陶磁器 が 出土 して いる。かわ ら

けで特徴 的 な もので は、 46の 体 部外面 に墨書 が認 め られ た。文 字 はは っき りとは判読 で

きな いが、「園」 で はな いか と考 え られ る。 また、 50の 内底部 には指 で一定方 向 に撫 で調

整 を行 った痕跡が確 認 されて いる。表面観察では あるが、胎土 の様相 も他 のかわ らけ とは

若干異 な るため、別 の地域か らの搬入か、 時代 が異な る ものではな いか と考 え られ る。 こ

のほか には図化 されて いな い ものの、輔 の羽 口が 1個体 分 出土 して いる。 54・ 55並び に

各溝跡か ら出土 して いる熔融物付着土器 の存在 と合 わせ て、調査 区付近 にお いて鍛冶が行

われ た と考 え られ る。特 に 54に は金粒 の付着 が 肉眼で確 認 され る ことか ら、 金 も加 工 し
て いた と考 え られ る。

陶磁器 で は 53な ど大 窯第 3段階 と考 え られ る新 しい時期 の もの も含 まれ てお り、 整地
による屋敷地 の区画 や様相 の変化 を知 る上で貴重 で ある。 金属製 品で は 63・ 64の ほか、

釘 な どが 出土 して いる。

また、掲載で きなか ったが、 中世城下 町 に関連す る遺物 のほか に、縄文 時代 の土器や石

鏃片、古墳時代 の甕や高杯片 な ど中世以前 の遺物 も微量 なが ら出土 した ことは、従来不毛

と考 え られて きた相川扇状地扇央部 の状況 を知 る上で の手掛か りにな る と考 える。
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出土遺物観察表 単位 :cm ( )|ま反転実測による復元値

図版
番号
番号 出土位置・遺構 器種等 生産地等

法 里

色   調 焼成 備  考
口  径 底  径 器  高

1 B22号溝跡 かわらけ 在地 (7.0) (5.0) (1.4) 5YR鈍い橙 6/4 良

B22号溝跡 かわらけ 在地 (7.4) 10YR鈍い黄橙 7/4 良

342号溝跡 青磁稜花皿 中国 (12.0) 2.5Y黄灰 6/1 良

94号溝跡 かわらけ 在地 (100) (6.0) 7.5YR 写亀窮岳 3/1 良 内面煤痕付着

5 D68号溝跡 かわらけ 在地 (10.4) (6.0) 2.4 7.5YR ε屯セ`増畿 6/4 良

6 E68号溝跡 かわらけ 在地 (10.8) (58) 2.4 5YR 橙 良

7 D68号溝跡 かわらけ 在地 (10.0) (1.6) 10YR灰黄褐 6/2 良 内面熔融物付着

8 E-68号溝跡 かわらけ 在地 (6.0) 10YR 環肇串5 3/1 良

l[ 9 I1510号溝跡 かわら1す 在地 (12.4) (6.5) 7.5YR ¢屯ヤヽ疱蚤 7/4 良

l〔 D810号溝跡 かわら|す 在地 (11.4) 7.5YR ⇔屯い孝島 5/4 良

11 E710号溝跡 かわらけ 在 地 (12.0) 10YR 字島ラK 良 内面熔融物付着

E710号溝跡 かわらけ 在地 (6.0) 10YR 宰島ラて 良 内面熔融物付着

D810号溝跡 かわらけ 在 地 (12.0) (7.0) 2.4 7.5YR a屯ヤ`巾監 6/4 良

D810。 11号溝混層鉢 在地 (31.8) (17.0) (8.7) 10YR鈍い黄橙 7/4 良 片 口

)810号溝跡 石鉢 在地 5Y 灰 玄武岩 重量116g

1 )810号溝跡 青花端反皿 中国 (14.0) Nガ烹白 8/0 良

]811号溝跡 かわらけ 在地 (12.0) (7.0) 7.5YR ε屯ヤ`お餞 7/4 良

]8H号 溝跡 かわらけ 在地 (12.0) (7.4) 7.5YR 金屯ヤ`増饒 6/4 良

]811号溝跡 かわらけ 在地 (13.0) 5YR 橙 良

]8H号 溝跡 かわらけ 在地 (12.0) 5YR 喧釜 6/6 良

3811号溝跡 かわらけ 在地 (10.0) 5YR 増釜 6/6 良

3811号溝跡 かわらけ 在地 (6.0) 5YR 寝釜 6/6 良

]811号溝跡 悟鉢 在地 (14.0) 7.5YR ε屯い第島 6/3 良

1 24 D712号溝跡 かわらけ 在地 (9,0) (4,8) (2.0) 5YR 増釜 6/6 良

1 D712号溝跡 かわらけ 在地 (12.0) 7.5YR 疱釜 6/6 良

1 D612号溝跡 かわらけ 在地 (7.0) 5YR明 赤褐 5/6 良

1 D712号溝跡 悟鉢 在地 (33.0) 10YR鈍い黄褐 5/3 良

1 D712号溝跡 灰釉端反皿 瀬戸美濃 (10.4) 2.5Y灰黄 7/2 良 貫入 輪積痕 印花

1 D712号溝跡 青花皿 中国 N】て白 8/0 良

1 41号井戸跡 天目茶碗 瀬戸美濃 (12.0) 2.5Y灰黄 7/2 良

1 D83号井戸跡 かわら1サ 在地 (9,0) (6.0) 2.3 7.5YR a屯ヤヽお監 6/4 良

1 E81号土坑 かわらけ 在地 (8.0) (5,0) 10VR鈍い黄橙 6/4 良
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出土遺物観察表 単位 :cm ( )は 反転実測による復元値

図版

番号
番号 出土位置・遺構 器  種 産  地

法 理

色  調 焼成 備   考
口 径 底  径 器  盲

C58号土坑 かわらけ 在地 (11.4) (7.0) 10YR鈍い黄橙 6/4 良

C58号土坑 かわら1サ 在地 (7.0) 7.5YR atヤ 竜`笠 7/4 良

D69号土坑 かわらけ 在地 (5.4) 10YR鈍い黄橙 7/4 良

C410号土坑 かわらけ 在地 1.8 5YR 橙 良

C-410号土坑 かわらけ 在地 (12.0) 6.2 5YR 巾畿 6/6 良

410号土坑 かわらけ 在地 12.0 7.5YR atヤ 巾`釜 6/4 良

,410号土坑 かわらけ 在地 122 5YR 増笠 6/6 良

,410号土坑 かわらけ 在地 (6.4) (4.0) 1.5 5YR鈍い橙 良

'410号
土坑 かわらけ 在地 (6.0) (4,0) 1.5 5YR 増笠 6/6 良

42 3410号土坑 悟鉢 在地 (27.0) 10R 赤 良

43 37整地層 かわらけ 在地 (7.8) (4.2) 1.6 7.5YR ,写 宰島 5/6 良

44 )7整地層 かわらけ 在地 (8.8) (48) 5YR 増蚤 6/6 良

45 34整地層 かわらけ 在地 (13.0) (7.0) 5YR 増皆 6/6 良

46 35整地層 かわらけ 在地 (11.2) 5YR 理垂 7/6 良 墨書あり

47 34整地層 力歳bら け 在地 (6.0) 5YR 程豊 6/6 良

48 35整地層 かわらけ 在地 (7.0) 7.5YR 3屯ヤヽ疱釜 6/4 良

49 35整地層 かわらけ 在地 (6.4) 7.5YR 3屯い屯笠 7/4 良

34整地層 かわらけ 在地 (6.4) 5YR 9屯 ヤヽ増釜 7/4 良

35整地層 悟鉢 在地 (15.0) 7.5YR 9屯セヽ瑠動 5/4 良

35整地層 火鉢 在地 (32.0) 5YR 疱釜 6/6 良

D6整地層 鉄釉丸皿 瀬戸美濃 (10.2) 2.5Y灰黄 6/2 良

D-9グ リッド 力歳わら1サ 在地 (8.0) (5.0) (1.9) 10YR褐灰 ／
／ 良 内面熔融物付着 (金粒)

D-6グ リンド かわらけ 在地 (9,6) (7.0) (2.0) 10YR褐灰 良 内面熔融物付着

調査区一括 かわらけ 在地 (10,0) (6.4) 7.5YR鈍い橙 7/3 良

調査区一括 天目茶碗 瀬戸美濃 (12.0) 5YR極暗赤褐 2/3 良

調査区一括 青花碗 中国 (11.0) 〈灰 自 8/0 良

試掘調査 かわらけ 在地 (11.4) 7.5YR a屯 ヤヽ疱豊 6/4 良

試掘調査 次来由端甘炉走Il 瀬戸美濃 (11.2) (6.3) 5Y灰白 7/1 良

試掘調査 灰釉丸皿 瀬戸美濃 11.6 10YR鈍い黄橙 7/2 良

7撹乱 かわらけ 在地 (9.0) (4.6) と.7 7.5YR 写亀窮島 3/1 良

試掘調査 古銭 不 明 径
邪

厚 さ
0.15
重 さ (g)
2.4

-6整地層 鋼製品 不 明
長 さ

51
幅

‐
・
５
重 さ (g)
89
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垂早4第 察

第 1節  武 田城下 町遺跡 の 出土遺物 の様 相

出土遺 物 は、調査面積 に比 して少量 で あ り、 かわ らけを主体 とした土器 類が多 くを 占め

る。 数 量 は接 合 した ものは 1点 と して 数 えて い るが、 かわ らけ 316点、 土器 括鉢 37点、

火鉢 28点、 内耳 鍋 4点、 瓦 質土 器 1点で あ り、 土器 製 品 の総点 数 は 386点で あつた。 か
わ らけはすべて ロク ロ成形で あ り、 主体 を 占め るのは厚手橙色 系 のかわ らけで あった。形

態 的 には 10。 11号 溝 跡 にみ られ る体 部 に大 きな稜が形成 され、 直線 的 に立 ち上が る もの

(9。 13・ 18タ イ プ)と 、 10号土 坑 にみ られ るやや 内湾す る もの (37～ 39)に 分 け ら
れ る。 いず れ も現 時点 で の 山梨県 内 にお け る土器編 年 で は、 武 田期 に該 当す る 16世紀第

2四半期 か ら第 3四半期 に位置付 け られ る。
そ の他 には、全体 的 に器壁 が薄 く、 底部 か ら回縁部 まで直線 的 に立 ち上が る薄手黄橙色

系 のかわ らけが 出土 して いる。 この一群 は武 田氏館 跡や武 田城下 町遺 跡 の 中で も、館 跡近

接地 や 近 世城下 町 との重複地 域 で確 認 され る ことか ら、 16世紀第 4四 半期 か ら17世紀初

頭 と考 え られて いるが、本地点 で は 出土 数 量が少ない。 この ことは、 本地 点 におけ る城下

町 の存続 年代 を考 える上で楓 めて重要 で あ り、再確認 してみ る。

本県 にお いて戦 国末期 の遺 物 の年 代 観 を考 え る上で定点 とな るのは、 天正 9年 (1581)
～天正 10年 (1582)ま で の約 1年間 に使 用期 間が限定 され る新府城 跡 出土資料が あ る。
武 田勝頼 が新 たな本拠 として築 いた新府 城 は、武 田氏滅亡後 も徳 川氏 が対 北条氏 のた めの

本陣 として使用 して いるのみで あ り、発 掘 調査 によって 出土 したかわ らけは、多 くが薄手黄

橙 系 のか わ らけで あ る。 同か わ らけ は武 田氏館 跡 にお いて も 16世紀 末 の武 田氏滅 亡後 の

遺構 群 に共伴す る とともに、 甲府城 跡 の初期 の遺構 に伴 うことは ほぼ確 実 で あ り、 少 な く

とも天正後 半～慶長年 間 まで の存続期 間が設定 で きる。初現 につ いて は、厚手 タイ プか ら

薄手 タイ プヘ の転換が武 田氏段 階か徳 川氏段 階で あるか現 時点 で 断定す る ことはで きな い

が、 天 正 9・ 10年 段 階で使用 され て い た ことは、新府城 跡 の事 例 か らも明 らかで あ る。

そ の た め、 かわ らけの年代観 か ら想 定 され る本 地点 の城下 町 は、 そ れ以 前 の 16世紀 第 2

～ 3四半期 にピー クを迎 え、それ以 降急速 に衰退 した とい うことにな る。

陶磁 器 につ いては、調査 区全体 で も数 量 は少 な く、 中国陶磁器 は 白磁 皿 1点 と青花皿 5

点、 碗 2点、 青磁 稜花皿 2点で、 総 点 数 は 10点で あ つた。 中国 陶磁 器 で年代 がわか る も
ので は、 図示 した ものの ほか に小野 編 年 の皿 C群、 碗 C群が各 1点 出土 して い るが、 16

世紀後 半 の万暦様式や 澪耕N窯系 の製 品はみ られ ない。 国産 陶器 は灰釉皿 3点、鉄 釉皿 2点、

天 目茶 碗 5点で点 総点 数 10点の うち、 瀬 戸 美濃大窯第 1・ 2段 階 の製 品 が 5点、 大 窯第
3段階 の製 品が 2点不 明 3点で あつた。

本地 点 か ら出土 した陶磁器 の特徴 は、いわ ゆ る威信財 と呼ばれ る青磁 の大型製 品が な く、

すべ て碗皿 を主体 とす る 日常 生活 で使 用す る器 で あつた ことで あ る。 国産 陶器 も瀬戸 美濃

製 品や 常滑製 品 も含 めて壺、甕、 鉢 の大 型 製品が皆無で あ り、城下 町 にお ける これ まで の

調査 成果 をみて も特異な組成 を示 して い る。 ただ し、播鉢 に関 して言 えば 、在地 の土器播

鉢 が多数 出土 して いる ことか ら、在地土器 が瀬戸 美濃製品 を補完 して いた と考 え られ る。

この よ うな土器 製 品主体 の器 種 組 成 は、 16世 紀代 の遺 跡 の 中で も寺 院 と想定 され て い

る二本 柳遺跡や村落遺跡 と考 え られ る本郷 B遺跡な どに近 い様相 で あ り、 本地点 の居住者
の階層 を考 える上で も興 味深 い。
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第 2節 武 田城下 町遺跡 の遺構変遷

本地点 の様相 をみ る と、 遺構 はそれ ほ ど過 密 に分布 して は いな い。遺構 の重複 関係 をみ

て も、 中世段 階で最低 2時期 の変 遷 が あ り、 遺 物 の年代 か らも 16世紀 中葉 まで に出現 し
て後 半の うち に消滅 に向か うと考 え られ るが、調査 区内の遺 構 の様相 か ら全体 を整理 し、

もう少 し詳 しく分析 して み る こととす る。

まず、調査 区内では南 北方 向 の 中央 付近 を境 に土 層堆積 状 況 に変化 がみ られ た。試掘調

査 を実施 して いた南側 で は、 近 世以 降 の造成層下層 は、炭化 物 な どを含 む暗褐色土層 を基

本 とし、所 々黄褐 色や黒褐 色 の斑 な土 層堆積 が確認 され た。 調査 の進展 によ って、 これ ら

の土 層は 中世段 階の整地 層 で あ る可能性 が高 い ことが判 明 し、 整地 層下か ら丼戸跡や土坑

な ど 16世紀段 階 の遺構群 が検 出 され て いる。

反対 に調査 区北側 につ いて は、包含 層や整地層な どが確 認 されず、 近世以 降 の土層 除去

後す ぐに地 山が検 出され た。 このよ うな結果 は、戦国時代 の北側 の生活 面 が南側 と比べて

高か った ことを示 して い る と思 われ る。 よって、戦 国時代 には調 査 区内に緩 い段差 を設 け

た南北 2区画 の屋敷地 が形成 され て いた時期 が あった と考 え られ る (図 18)。
また、調査 区中央 か ら西側 にか けて南 北方 向 に 8。 12・ 10号溝跡 が検 出 され てお り、
これ らの溝跡 も戦 国時代 の屋敷 地 を区画す るための溝 で あった可 能性 が高 い。それぞ れ の

並行 関係 を出土遺物 か らは判 断す る ことは難 しいが、 少な くとも位 置や重複 関係か らみて

10号溝跡 と 8号溝 跡が 同時存在 した可能性 が高 い と考 え られ る。 10号溝跡 には西か ら11
号溝 跡が接続す る ことか ら、 この段 階 で は 10号 溝跡西側 は 11号溝 跡 によ って南 北 2区画
に分割 され る とともに、 8号 溝 跡東側 は 2号溝跡、 あるいは南 北 の緩斜面 によって 2区画
に分割 されて いた と考 え られ、 最大 で 4区画 の屋敷地 が成立 して いた と想定 され る。井戸
跡 の分布 も概ね各 区画 に配置 され て い る とみ る ことも可能 で あ り、 それぞ れ に生活 空 間が

営 まれて いた のではな いだ ろ うか。

そ の後、 8号 溝 跡東 側 の うち南側 は盛 土造 成 を受 け、 12号溝 跡 を境 と して全体 が大 き
な 2つ の区画 として整理 され、 4号・ 8号な どの土坑群が営 まれ る と考 え られ る。そ の際、
北側 に位置す る 1号掘立柱 建物 跡や ピ ッ ト群 が どの段 階 の 区画 と どのよ うな組 み合わせ に
な るか は、今 回の調査 で は検 証す る ことはで きなか った。 いず れ に して も、 全体 的 に屋敷

地 の区画 は、現在 の土地 区画 の基軸 と符合 して いる部分 が多 い ことか ら、基軸 は戦国時代

にさか のぼ る可能性 が高 い と考 え られ る。
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平成 10年 9月 29日 付 け、庁保記第 75号 「埋蔵文化財 の保護 と発掘調査 の 円滑化等 につ
いて (通知 )」 にお いて、埋蔵文化財 として取 り扱 うべ き範 囲が 中世遺 跡 まで を原則 とし

て対 象 とす る指 針 が示 され た。 通知 を受 け、 本市 にお いて も平成 11年 度 か ら武 田氏館 を

中心 として発展 した 中世城下 町 を新 た に周知 の埋蔵文化財包蔵地 と認定 し、武 田城下 町遺

跡 として発掘調査 を開始 して いる。

しか しなが ら、武 田城下 町遺 跡 の包蔵地範 囲の多 くはす で に宅地化 が進 んでお り、届 出

による発掘調査 の多 くは、個 人住宅 の建替 え等 に伴 う小規模 な試掘調査 が主林 で あった。

したが って、 小規模調査 の断片 的な成果 を基 に城下 町 の復元 を試 みざ るを得 なか ったが、

導 き出され る情報 には限界 が あった。 したが って、本地点 の調査 は武 田城下 町遺跡 として

一定面積 を発掘調査 した事例 としては 3例 日で あ り、城下 町 の構造 と変遷 を知 る上で大 き
な成果 を上げ る ことがで きた。

調査 された遺構 の様相 をみて い くと、 幅 lm前 後 の溝跡が近接 した位置で南北方 向 に 3
条検 出されて いる。規模 も大 きい ことか ら溝跡 を境界 とす る屋敷地 が溝 を挟んだ東西 に存

在 して いた と考 え られ る。東 西 の屋敷地 は、緩 い段切 りと溝跡 によって南北 に区画 されて

お り、調査 区全体 で 4区画 あるいは 3区画 が存在 したので はな いか と考 え られ、城下 町 の
屋敷構造 と造成方法が明 らか にな った ことは今 まで にな い成果 で あった。

屋敷 内の建物配置 な ど細部 の構造 に関 しては、調査範 囲が限定 的で あるため詳細 な様相

を述べ る ことはで きな い。そ の うち、最 も大 きな調査面積 を有す る北東 の区画 にお いては、

1棟の掘立柱建物跡 と柱穴列が確認 され る とともに、石組 の井戸 跡が 区画 の外れ に設 け ら
れて いた ことか ら、 この付近が屋敷 の裏手 とな る可能性 もある。

また、 10。 11号 溝跡 は、 最下 層 に流水 による砂 層 が形成 され てお り、 そ の後 焼 土塊や

炭化物 を多量 に含 む土 層が流れ込 んで いた。 天文 12年 (1543)に 武 田氏館 跡 に近 い城下
町で火災 が発 生 した ことが記録 されてお り、そ の際の火災処理 の可能性 もあるが、調査 区

内では包含 層や他遺構 か ら火災 の痕跡 は検 出 されて いな い。そ のため、現時点 では熔融物

付着土器 の存在 か ら鋳型や鍛 冶炉な どの解体や屋敷 の霊 の解体 に伴 う限定 的な廃棄物層 と

捉 えた いが、 周辺 にお ける調査成果 と合わせ て広 く判 断す る必要が あ り、早急 な結論 は避

ける こととす る。

出土遺物 に関 しては、調査 区全体 で も出土量 は少な く、耐久性 の差 もあるだ ろ うが土器

製 品の割合 が高 い。特徴 としては、 かわ らけが 9割以 上 を 占め、 そ の多 くが 16世 紀第 2・
3四半期 の厚手 のかわ らけで あ り、後続す る時期 に位置付 け られ る薄手 の ものはみ られな
い ことか ら、城下 町 の年代観 を考 える上で興 味深 い。加 えて、全体 的 に陶磁器 の出土量が

少な く、 高級 陶磁器 で ある青磁 の大型製 品は 出土 して いな い。橋鉢 には瀬戸美濃製 品がな

く、 ほぼ在地 の土器播鉢で 占め られて いる ことは、居住者 の階層 を知 る上で一 つ の指標 と

な るのではなか ろ うか。

本地点 は、城下 町 に設定 され た とみ られ る南北基軸街路 に挟 まれ た区域 の中で最 も奥 ま

った場所 に位置 して いる ものの、 16世紀段 階の屋敷地 が複数確認 され た ことは興 味深 い。

『高 白斎記』 による と、 天文 17年 (1548)に は府 中 にお ける田畠、新屋敷 を造 る ことを
禁 じる触 れが 出 されて いる。 この ことは、城下 町 の急速 な拡大 を示す もの と評価 されて い

るが、本地点 にお け る調査 成果 は、 16世紀 中葉 にお け る城下 町 の展 開 を裏付 け る資料 で
あ り、今後 周辺地点 にお ける発掘調査資料 の蓄積 と分析 に期待 した い。
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５

０
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職員寮建設

工事に伴う

発掘調査
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武田城下町

遺跡
城下町 中世

溝跡・掘立柱建物跡・

井戸跡・土坑・柱六

かわらけ・陶磁器・

古銭・釘・石柱








